
　　平成３１年３月５日（火）午後２時　玉名市横島町公民館　多目的ホール

１．本日の出席農業委員は、次のとおりである。

１番  永田　知博 ２番　鶴田　克士 ３番　赤松　繁之 ４番  竹下　宏介

５番　浦谷　幸司 ６番　縄田伊知郎 ７番　下川　安 ８番　船津　和利

９番　澤村　哲志 10番  田上　一 11番　福田　友明 12番　中島　浩輔

13番　小川　信孝 15番  吉田　孝壽 16番  島村　秀敏 17番　永田　眞一

18番　堀田　昌子 19番　村端　一弘

14番  髙田  優子

３．本日の出席農地利用最適化推進委員は、次のとおりである。

推１  水本　信之 推２　植野　司 推３　松本　恒幸 推４　土田　健一

推５  小山　勝男 推６　森川　正志 推８　岡村　栄一

推９　橘　一輝 推10　粟田　稔 推11　小山久仁江 推13　德井　勝美


推14　永田　光秀 推16　井上　道明 推17　中山　一久 推18　坂本　修

推19　平野　秀正

４．本日の欠席農地利用最適化推進委員は、次のとおりである。

推12　西分　幸夫 推15　楯岡　秀昭

５．説明のために出席した職員は、次のとおりである。

局長　二階堂正一郎 次長　小山　博 係長　竹森　明徳 主査　渡邉布由紀

主任　大原　三和

６．議事参与が制限された委員数は、次のとおりである。

   ０ 名

議　題

第８号 農地法第３条の規定による許可申請について

第９号 事業計画変更承認申請について（５条許可後）

第１０号 農地法第４条の規定による許可申請について

第１１号 農地法第５条の規定による許可申請について

第１２号 農用地利用集積計画の決定について

報　告

第６号 農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について（１８条）

第７号 耕作放棄地の非農地通知について

第８号 許可書返納届について

平成３１年第３回玉名市農業委員会総会議事録

２．本日の欠席農業委員は、次のとおりである。
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１．開 会 

○事務局長（二階堂正一郎君） 定刻となりましたので始めたいと思います。 

 始めます前に、まず今日、本日は傍聴人の方が１名来られております。玉名市農

業委員会会議規則第１６条で、農業委員会の会議は公開するとなっておりますので、

これを認めております。 

 本日は、農業委員総数１９名のうち１４番、髙田委員のほうから欠席の届出があ

っており、１８名の御出席でございます。また、最適化推進委員総数１９名のうち

西分委員と楯岡委員のほうから欠席の届出があっており、１７名の御出席でござい

ます。 

 玉名市農業委員会会議規則第６条の規定により会議は成立しておりますので、た

だいまから、平成３１年第３回玉名市農業委員会総会を開会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．会長挨拶 

○事務局長（二階堂正一郎君） 永田会長より御挨拶をいただきまして、引き続き、会

議規則第４条の規定により議長をお願いし、議事の進行をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） 皆さん、改めましてこんにちは。 

 失礼しました。急に会場が、急といいますか、この前から横島のほうにお世話に

なるということで、大分遠くなられた方もおりますけれども、とにかくこの広い会

場をお借りしました。 

 久しぶりの好天気につつまれておりますけれども、また明日は雨模様という予報

でございます。この前、２１日、２２日の鹿児島県日置市への農業委員会研修に行

きましたけれども、残念ながら９名の方が出席できないということでございました。

しかし、資料を机の上に置いておると思いますので、後々参考にしていただきたい

と思います。 

 それでは、早速ではございますけれども、議事に入りたいと思います。 

 本日の議案は、議第８号より議第１２号までの９３件と、報告第６号より第８号

までの１３１件が提案されております。慎重なる御審議、よろしくお願いいたしま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．議事録署名委員指名 

○議長（永田知博君） それでは、議事に入ります前に、本日の議事録署名委員は、１

８番の堀田委員と１９番の村端委員にお願いします。 

なお、発言の際には委員番号と氏名、推進委員からの発言の場合は、推進委員番

号と氏名を述べたうえで発言をお願いいたします。また、採決の際の挙手につきま
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しては、農業委員のみの挙手をお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．議 事 

○議長（永田知博君） それでは、早速議事に入ります。 

 議第８号、農地法第３条の規定による許可申請についてを議題といたします。 

 事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（二階堂正一郎君） 議案の１ページをお願いいたします。 

 議第８号、農地法第３条の規定による許可申請について。農地法第３条第１項の

規定による下記農地の所有権移転及び使用貸借権設定許可申請について許可するも

のとする。平成３１年３月５日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

１番、青野と山田の申請人で、片諏訪の田１,１７９㎡外１６筆、計１６,９４

０.９２㎡を農業者年金後継者変更のため使用貸借権を設定するものです 

 ２番、青野と山田の申請人で、青野の畑４９４㎡を相手方の要望と隣接地取得の

ため売買するものです。報告第６号２２番と関連がございます。 

 ３番、熊本市と小浜の申請人で、滑石の田２７３㎡を労力不足と経営拡張のため

売買するものです。報告第６号２５番と関連がございます。 

４番、大浜町の申請人で、大浜町の田２,６３９㎡外１筆、計３,６３９㎡を子

に経営移譲のため使用貸借権を設定するものです。 

 ５番、大倉と小島の申請人で、向津留の田５８１㎡外１筆、計２,２３２㎡を労

力不足と経営拡張のため売買するものです。 

 ６番、大倉と小島の申請人で、向津留の田８７４㎡外３筆、計４,０４３㎡を労

力不足と経営拡張のため売買するものです。 

 ７番、田崎の申請人で、田崎の畑９３２㎡を労力不足と隣接地取得のため売買す

るものです。 

 ３ページをお願いいたします。 

８番、横島町と寺田の申請人で、大浜町の田２,６５３㎡を親戚に贈与するもの

です。 

 ９番、安楽寺の申請人で、安楽寺の畑２９８㎡を労力不足と隣接地取得のため売

買するものです。 

 １０番、築地と山部田の申請人で、築地の田５１㎡外５筆、計４,０８１㎡を労

力不足と経営拡張のため売買するものです。 

１１番、玉名の申請人で、玉名の田２,１４１㎡を親戚に贈与するものです。 

１２番、築地と岱明町の申請人で、岱明町上の田１,５１４㎡を労力不足と経営

拡張のため売買するものです。報告第６号３番と関連がございます。 
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１３番、岱明町の申請人で、岱明町高道の田３７７㎡を労力不足と経営拡張の

ため売買するものです。報告第６号２４番と関連がございます。 

１４番、横島町の申請人で、横島町横島の畑４９６㎡を労力不足と経営拡張の

ため売買するものです。報告第６号２９番と関連がございます。 

 １５番、横島町の申請人で、横島町共栄の畑２０,００１㎡外２筆、計３８,４５

７㎡を農業者年金受給のため使用貸借権の設定をするものです。報告第８号１番と

関連がございます。 

１６番、天水町の申請人で、天水町小天の畑５３３㎡を相手方の要望と経営拡

張のため売買するものです。 

１７番、熊本市と天水町の申請人で、天水町小天の田１,９０７㎡を労力不足と

経営拡張のため売買するものです。議第１２号３１番と関連がございます。 

５ページをお願いいたします。 

 １８番、天水町と熊本市の申請人で、天水町立花の畑９０６㎡外１３筆、計１０,

０５０㎡を農業者年金受給に伴う経営移譲のため使用貸借権の設定をするものです。 

 以上１８件、合計の９１,０６０.９２㎡につきまして、農地法第３条第２項の各

号の禁止規定から申請内容を審査し、取得後の全ての農地を利用すること、機械、

労働力、技術、地域との関連も問題がないこと、下限面積要件も超えていることか

ら、許可要件の全てを満たしているものと判断し、御提案しております。 

よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 ただいま事務局の説明が終わりました。受付番号１番より順次担当委員の説明を

お願いいたします。この連続で説明される場合は続けてお願いいたします。 

１番からお願いします。どうぞ。 

○３番（赤松繁之君） はい、３番、赤松です。１番と２番は借人と譲受人が同一人物

ですので一緒に説明したいと思います。１番の案件は、農業者年金受給のために後

継者に譲られていた、貸借ですかね、貸しておられたんですけど、亡くなられて後

継者が変更ということですので、別に問題ないと思います。 

 それから、２番の案件は、その１番の土地のすぐそばにある隣接地だそうで、そ

れを買ってくれという形ですので、買われるということで、何ら問題なく許可相当

と思います。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

それでは、３番、お願いします。 

○推２番（植野 司君） 推進委員２番の植野です。案件３、譲渡人は労力不足で、譲

受人は経営拡張です。下限面積も足りていますので、許可相当と判断しました。以
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上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

それでは、４番、お願いします。 

○推３番（松本恒幸君） はい、推進委員３番の松本です。４番の案件について説明を

いたします。 

 貸人、借人は親子関係でありまして、子への経営移譲ということでございます。

何ら問題なく許可相当と思われますので、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、５番、お願いします。 

○４番（竹下宏介君） ４番、竹下です。５番の案件について御説明します。 

 譲渡人は労力不足、譲受人は経営拡張と、下限面積も満たされており、許可相当

と判断します。 

 ６番の案件についても御説明します。 

 譲渡人は労力不足、譲受人は経営拡張で、下限面積も満たされており、認定農家

でもあり、許可相当と判断いたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、次に７番、お願いします。 

○６番（縄田伊知郎君） ６番、縄田です。７番の件について説明いたします。 

 譲渡人は労力不足、譲受人は隣接地の取得ということで、下限面積も満たされて

おり、審議お願いいたします。 

 ８番の件について説明いたします。 

 譲渡人と譲受人は義理の兄弟であり、贈与ということで下限面積も満たされてお

り、許可相当と判断いたします。御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 次は９番、お願いします。 

○７番（下川 安君） はい、７番の下川です。９番についてですけども、これについ

ては、譲渡人は年寄りで労力不足、それから譲受人は二つの隣接地ということで取

得されている案件です。下限面積も満たしております。取得後は野菜等をつくられ

るということですので、別に問題はないと思います。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 次、１０番、お願いします。 

○８番（船津和利君） はい、１０番の案件について説明いたします。８番の船津です。 

 譲渡人は労力不足と譲受人は経営拡張ということで、下限面積も満たしており、

何ら問題ないと思います。以上です。 
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○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 次は１１番、お願いします。 

○推８番（岡村栄一君） はい、推進委員の８番、岡村です。 

 譲渡人と譲受人は親戚関係で、下限面積も満たしているので問題ないと思います。

よろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 次は１２番、お願いいたします。 

○推１０番（粟田 稔君） 推進委員１０番、粟田です。１２番の件に関しましては、

事務局の説明のとおり、紙面と一致いたして問題なしと判断します。審議方よろし

くお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 次、１３番、お願いします。 

○１２番（中島浩輔君） はい、農業委員の１２番、中島です。１３番の案件について

説明いたします。 

 譲渡人は労力不足で譲受人は経営拡張ということで、下限面積も満たしておりま

す。報告第６号の２４番と関連があります。問題ないと思います。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、１４番、お願いします。 

○推１４番（永田光秀君） 推進委員１４番、永田です。１４番の案件について説明い

たします。 

 譲渡人は労力不足、譲受人は経営拡張とのことで、許可相当と思われます。以上

です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 それでは、１５番、お願いします。 

○１５番（吉田孝壽君） 農業委員１５番の吉田です。この件は報告第８号の１番と関

連しております。 

 譲渡人と譲受人は親子関係でございます。農業者年金受給ということで、許可相

当と考えております。よろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 次は１４番をお願いします。 

○１９番（村端一弘君） 農業委員１９番、村端です。１６番の案件について説明しま

す。 

 譲渡人は相手方の要望、譲受人は経営拡張ということで、何ら問題ないと思いま

す。よろしくお願いします。 
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○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 次、１７番をお願いいたします。 

○推１７番（中山一久君） 推進委員１７番の中山です。１７番の案件について御説明

します。 

 譲渡人は高齢であり労力不足です。譲受人は経営拡張で、下限面積を満たしてお

り許可相当と思います。よろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは１８番、お願いします。 

○推１８番（坂本 修君） 推進委員１８番、坂本です。 

 使用貸人と使用借人は親子関係です。農業者年金受給のための経営移譲なので、

何ら問題はないと思います。よろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 １番から１８番まで、委員の説明が終わりました。皆さんより何か御意見、御質

問はございませんでしょうか。 

（なしの声） 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問もないようでございますので、採決に移ります。 

 議第８号、農地法第３条の規定による許可申請について、原案どおり許可するこ

とに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

異議がないものと認め、議第８号については、許可することに決定いたしました。 

次に、議第９号、農地転用許可後の事業計画変更承認申請についてを議題といた

します。 

 事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（二階堂正一郎君） 議第９号、農地転用許可後の事業計画変更承認申請に

ついて。農地法第５条第１項の規定による農地転用許可後の下記農地の事業計画変

更承認申請について意見決定するものとする。平成３１年３月５日提出、玉名市農

業委員会会長、永田知博。 

 １番、申請物件が岱明町の畑、現況は書いてありませんけども４５９㎡で、当初

貸家への転用目的であったところを、備考欄の理由により計画を断念、今回承継者

が個人住宅に計画変更するとのことで、議第１１号１２番と関連がございます。 

 以上１件、合計４５９㎡を御提案しております。去る３月１日に地元委員同道の

上現地調査を行っております。よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 
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 ただいま事務局の説明が終わりました。受付番号１番の担当委員の説明をお願い

いたします。１番、どうぞ。 

○１２番（中島浩輔君） はい、農業委員の１２番、中島です。１番の案件について説

明いたします。 

 事務局から説明がありましたように、平成１１年７月２３日に９１８㎡に共同出

資で貸家を計画されていたそうです。しかし、共同者が病死されたため計画が変更

になったそうです。議第１１号１２番と関連しています。問題ないものと思います。

御検討のほどよろしくお願いします。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 １番について委員の説明が終わりました。何か御意見、御質問はございませんで

しょうか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問もないようでございますので、採決に移ります。 

 議第９号、農地の転用許可後の事業計画変更承認申請について、原案どおり許可

することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 異議がないものと認め、議第９号については、許可することに決定いたしました。 

 次に、議第１０号、農地法第４条の規定による許可申請についてを議題といたし

ます。議第１０号は、受付番号１番に始末書が提出されておりますので、委員の説

明の前に事務局より始末書を読み上げますので、事務局より説明をお願いいたしま

す。 

○事務局長（二階堂正一郎君） ７ページをお願いいたします。 

議第１０号、農地の転用許可申請について。農地法第４条第１項の規定による下

記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。平成３１年３月５日提出、

玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 １番、申請物件が立願寺の畑４８㎡外１筆、計１６９㎡で、転用目的が駐車場で

の申請です。農地区分は、都市計画法に規定する用途地域内の農地で、第３種農地

と判断しております。 

 以上１件、合計１６９㎡につきまして、申請内容を農地転用許可基準全ての項目

ごとに適合するか審査した結果、いずれも不都合のないものと判断し、御提案して

おります。 

 去る３月１日に地元委員同道の上、現地調査も行っておりますので、よろしく御

審議をお願いいたします。 
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○議長（永田知博君） 事務局の説明が終わりました。 

受付番号１番につきまして、事務局より始末書を読み上げます。 

○係長（竹森明徳君） ― １番の案件について顛末書朗読 ― 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 ただいま始末書を読み上げました。 

 それでは、１番について委員の説明をお願いいたします。 

○推１番（水本信之君） 推進委員１番、水本です。 

 場所は立願寺の生鮮市場の北側になります。申請地の南側に共同住宅を所有して

おり、その駐車場として利用。近隣の住宅化により駐車場利用も多数あり、共同住

宅向け２世帯分４台と、残り３台分を宅建業者管理により賃貸しすると。事業面積

は２０９㎡で、農地転用面積は１６９㎡です。排水計画は特になし、雨水は地下浸

透及び隣接道路側溝へ排水、現地調査の結果、何ら問題なく本件については許可相

当と判断いたします。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 委員の説明が終わりました。何か御意見、御質問はございませんでしょうか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問もないようでございますので、採決に移ります。 

 議第１０号、農地法第４条の規定による許可申請について、原案どおり承認する

ことに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 異議がないものと認め、議第１０号については、許可することに決定しました。 

 次に、議第１１号、農地法第５条の規定による許可申請についてを議題といたし

ます。 

 事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（二階堂正一郎君） はい、８ページをお願いいたします。 

 議第１１号、農地の転用許可申請について。農地法第５条第１項の規定による下

記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。平成３１年３月５日提出、

玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 １番、申請物件が立願寺の畑１７４㎡で、転用目的は露天資材置場です。農地区

分は、都市計画法に規定する用途地域内の農地で、第３種農地と判断しております。 

 ２番、申請物件が立願寺の畑２９７㎡で、転用目的は個人住宅です。農地区分は、

都市計画法に規定する用途地域内の農地で、第３種農地と判断しております。 

 ３番、申請物件が六田の田３４６㎡で、転用目的は個人住宅です。農地区分は、
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都市計画法に規定する用途地域内の農地で、第３種農地と判断しております。 

 ９ページをお願いいたします。 

 ４番、申請物件が山田の畑４８７㎡で、転用目的は個人住宅です。農地区分は、

農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地と判断し、ほ

かに適当な場所がないものと判断しております。 

 ５番、申請物件が山田の田１,３８３㎡外１筆、計２,４９５㎡で、転用目的は建

売住宅８棟です。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農

地で、第２種農地と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断しております。 

 ６番、申請物件が山田の田２２２㎡で、転用目的は事務所となっています。農地

区分は、上下水管等が埋設され、教育・医療機関がおおむね５００ｍ以内に二つ以

上ある農地で、第３種農地と判断しております。 

 ７番、申請物件が滑石の田４９９㎡で、転用目的は個人住宅です。農地区分は、

おおむね１０ｈａ以上の一団の農地内に所在する農地で、第１種農地と判断してお

ります。第１種農地は原則不許可となるところですが、申請地の周辺において居住

する者の日常生活上、業務上必要な施設で、集落に接続して設置されるものとして、

例外的に許可が可能となっております。報告第６号の２５番と関連しております。 

 ８番、申請物件が伊倉南方の畑２５８㎡外１筆、計５７９㎡で、転用目的は美容

室及び駐車場となっております。農地区分は、農業公共投資の対象となっていない

生産性の低い農地で、第２種農地と判断し、ほかに適当な場所がないものと判断し

ております。 

 ９番、申請物件が三ツ川の田４８３㎡で、転用目的は個人住宅です。農地区分は、

農業公共投資の対象となっていない生産性の低い農地で、第２種農地と判断し、ほ

かに適当な場所がないものと判断しております。 

 １０番、申請物件が岱明町西照寺の田、現況畑の６４３㎡で、転用目的は個人住

宅です。農地区分は、おおむね１０ｈａ以上の一団の農地内に所在する農地で、第

１種農地と判断しております。第１種農地は原則不許可となるところですが、申請

地の周辺において居住する者の日常生活上、業務上必要な施設で、集落に接続して

設置されるものとして、例外的に許可は可能となっております。 

 １１番、申請物件が岱明町野口の田２６６㎡で、転用目的は個人住宅です。農地

区分は、おおむね１０ｈａ以上の一団の農地内に所在する農地で、第１種農地と判

断しております。第１種農地は原則不許可となるところですが、申請地の周辺にお

いて居住する者の日常生活上、業務上必要な施設で、集落に接続して設置されるも

のとして、例外的に許可は可能となっております。 

 １１ページをお願いします。 
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 １２番、申請物件が岱明町山下の畑４５９㎡で、転用目的は個人住宅です。農地

区分は、都市計画法に規定する用途地域内の農地で、第３種農地と判断しておりま

す。議第９号の１番と関連がございます。 

 １３番、申請物件が岱明町高道の田５００㎡で、転用目的は個人住宅です。農地

区分は、おおむね１０ｈａ以上の一団の農地内に所在する農地で、第１種農地と判

断しております。第１種農地は原則不許可となるところですが、申請地の周辺にお

いて居住する者の日常生活上、業務上必要な施設で、集落に接続して設置されるも

のとして、例外的に許可は可能となっております。報告第６号２４番と関連してお

ります。 

 以上１３件、合計７,４５０㎡につきまして、申請内容を農地転用許可基準全て

の項目ごとに適合するか審査した結果、いずれも不都合のないものと判断し、御提

案しております。 

 去る３月１日に地元委員同道の上、現地調査も行っております。よろしく御審議

をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 ただいま１番から１３番まで事務局の説明が終わりました。 

 受付番号１番より順次委員の説明をお願いいたします。 

 １番からどうぞ。 

○推１番（水本信之君） 推進委員１番、水本です。１番と２番の案件について説明し

ます。 

 １番の説明から。場所は立願寺の疋野神社の西側です。現在荒尾市を中心に造成

工事などを行っているが、玉名でも事業を展開したく、平成９年の土地も既に購入

していることもあり、ここに資材置場を計画した。転用面積は１７４㎡です。木材、

セメントなどの資材置場、トラック１台分の駐車スペースを設けるとのことです。

給水計画はありません。雨水は申請地内の側溝へ排出、現地調査の結果、何ら問題

なく本件については許可相当と判断いたします。 

 それから２番の説明を行います。 

 場所は、立願寺の生鮮市場の南側、申請人は現在大人２人、子ども３人で借家に

住んでいるそうです。将来手狭になることが考えられるので、住宅建設を考えまし

たということです。 

 事業面積は２９７㎡、木造平屋１１５㎡で、南側の空間スペースには庭園を計画

していると。給水計画は町の市水道により引き込み、生活雑排水、汚水は既存の下

水道に排出するそうです。現地調査の結果、何ら問題なく、本件については許可相

当と判断いたします。審議のほうよろしくお願いします。 
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○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、３番、お願いいたします。 

○３番（赤松繁之君） はい、３番、赤松です。３番の案件について説明いたします。 

 申請人は現在アパート住まいで、老後のことを考えて、今が個人住宅建築の最適

な時期と考えての申請です。場所は春出ループ橋の西南西、７、８０ｍぐらいの３

種農地です。南側と西側を市道が通り、北側と東側は宅地となっているところで、

道路より少し低いので、道路の高さまで盛土をするそうです。建物は木造平屋建て、

駐車場は３台分を建設するそうです。給排水は公共の上下水道を利用し、雨水は自

然浸透を図り、オーバー分は北側の水路へ放流するとのことで、周りに農地もなく、

土砂の流出も十分に注意するということで、現地調査の結果、許可相当と思います。 

 続きまして、４番です。 

 申請人は現在市内のアパートのお住まいで、個人住宅と考えでのことです。祖母

宅の東側に母所有の農地があるための申請で、場所は築山小学校の北側４００ｍぐ

らいのところで、三方は宅地、南側に市道が通っているところです。市道側にＬ型

擁壁で囲み、土砂の流出を防ぐそうです。建物は木造２階建ての駐車場４台分を建

設予定だそうで、給排水は公共の上下水道を利用し、雨水は雨水桝を設置し、自然

浸透を図り、オーバーフローは市道側溝へ放流、周りに農地もなく、現地調査の結

果、許可相当と思います。 

 続きまして、５番の案件です。申請人は不動産業で、今回建売住宅８戸分の申請

です。場所は糠峯団地の西側１５０ｍぐらいのところで、西側に市道が走り、北側

は宅地、東側は竹林、南側は農地です。造成はＬ型ブロックで囲んで、土を１ｍぐ

らい盛るそうです。給排水は造成地の中央部分に５ｍの道路を設置し、これの中央

に上下水道管を埋設し、利用するそうです。雨水は雨水桝を設置し、道路の中央部

の側溝に集めて、市道の西側の小川に接続して放流するそうです。建物は木造２階

建て１１７.５８㎡を８棟、南側農地の地主とは承諾済みだったので、現地調査の

結果、許可相当と思います。 

 続きまして６番の案件、申請人は建築士で、今回事務所を建設するための申請で

す。場所は築山小学校の東側１００ｍぐらいで、玉名バイパスと都市計画道路の接

続市道の中ほどの場所です。東と西側を市道が通り、北は水田、南は遊休農地です。

造成は周りを擁壁で囲み、盛土をするそうです。建物は木造２階建て、給排水は東

側市道の上下水道と接続し、利用するそうです。雨水は宅地内に地下浸透桝を設置

し、自然浸透で行うそうです。周りの農地には十分注意するそうで、現地調査の結

果、許可相当と思います。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 
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 それでは、次に７番をお願いいたします。 

○推２番（植野 司君） 推進委員２番、植野です。案件７番について説明します。 

転用目的は、個人住宅です。造成は、道路の高さに山砂で盛土して、ぐるりを

ブロックで囲んで土砂の流出を防ぐそうです。雨水は雨水桝を設置し、水は側溝に

流すそうです。給水は上水道が通っています。排水は合併浄化槽を設置して、水は

水路に流すそうです。何も問題ないと思い、許可相当と判断しました。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 ８番をお願いいたします。 

○５番（浦谷幸司君） はい、５番、浦谷です。 

 申請地は、伊倉のバイパス、ちょうど中ほどの船津公民館の横というところでご

ざいまして、大体は畑、細く上がるところでございまして、その畑の真ん中に玉名

平野の用水が地下で通っておりますので、中ほどを利用できないというところでご

ざいまして、申請地は３分の１程度を一応美容室、残りの３分の１を駐車場という

形での申請でございます。 

 申請人は、一応叔父の所有する土地でありまして、借地ということで話がまとま

ったということで、そこに美容室を建てるということになったそうです。だいたい

従業員も２、３人、そしてお客さんの車を４台ほど止めるということで、駐車場を

設けたいということでございました。そして、あいなかのその農地としての需要と

いう形で、その部分は畑で、そのまま畑として利用するそうでございます。 

 ここは車を止めることができないということでございますので、そこは利用でき

ないということでございましたので、畑でそのまま残すそうでございます。この美

容室の排水については、雨水については砂利を敷きつめるということで、自然浸透、

残りを雨水を桝に集積して、東側のほうに集積桝がありますので、そっちのほうに

放流するということでございます。生活雑排水についても一応合併浄化槽を設けて、

そこで処理した後に公共集積桝に放流するということでございます。給水について

は、近くには水道がございませんので、一応ボーリングで補うということでござい

ました。増設後は土砂の流出、崩落等のないように十分注意してするということで

ございましたので、現地調査の結果、許可相当と思いますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、９番をお願いします。 

○推９番（橘 一輝君） 推進委員番号９番の橘です。９番の案件について説明をさせ

ていただきます。 

 申請人は義理の親子関係になります。奥さんの実家の横に土地を借りて家を建て
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たいということでございます。現在は岱明のほうにですね、借家住まいをされてい

るということです。御夫婦ともに会社勤めで、子どもたちの面倒をですね、今度両

親に見てもらい、また将来的にはですね、実の娘がそばに住んでくれるということ

で、御両親も心強いということで当地に決めたということでございます。 

 場所はですね、旧三ツ川小学校の東側、県道から１０ｍぐらい入ったところで、

個人住宅平屋建て１棟と駐車場３台分を予定して、それの転用ということでござい

ます。北側にですね、道路が走っております。東側は実家の宅地になります。南と

西は田んぼです。それで南側と西側にはブロックを設置して、土砂が流出するのを

止めるということでございます。上水道についてはですね、実家の自家用の井戸か

ら供給を受けるということでございます。そして生活雑排水ですけど、これは合併

浄化槽を設置して、すでに付設されている実家の合併浄化槽の排水管、これに接続

して一緒に排出するということでございます。雨水については自然浸透、オーバー

分については雨水桝を設置して側溝のほうへ排水するということです。現地調査を

させていただいた結果、何ら問題ないと判断いたしましたので、許可相当だと思い

ます。どうか御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 以上で９番の案件を終わります。ありがとうございました。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、１０番、お願いいたします。 

○１１番（福田友明君） １１番、福田です。１０番の案件について説明いたします。 

 今回の農地転用の目的は個人住宅の建設であります。譲受人は現在岱明町の市の

団地に住んでおられますが、将来のことを考えて建物建築するというようなことに

なったわけでございます。場所的には、国道２０８号線の旧松下電器から南西へ入

ったところでございまして、北と西は道路に面し、東は住宅、それから西側は法面

の下がった位置に農地となっております。 

 転用面積は６４３㎡と広うございますけれども、そのうち法面が１２４㎡で、有

効面積は５１９㎡であり、建築面積が９０.６７㎡となっております。給排水計画

は市の上水道を利用し、それから排水のほうにつきましては、南側の下水道に接続

するということでございます。雨水については自然浸透と、敷地内に雨水桝を設け

て北側の溝に流下させるということでございます。被害防除計画ですが、周囲をブ

ロックで囲み、土砂の流出を防ぐということでありまして、日照等の被害もないと

考え、調査の結果、許可相当と判断いたしました。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 それでは、１１番、お願いします。 

○推１１番（小山久仁江君） はい、推進委員１１番、小山です。１１番の案件につい
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て説明します。 

 申請人は、現在の住まいが消防署の建て替えのため買収されることになり、その

代替地として本件土地を適性地と判断し、所有者の同意を得たので選定したという

ことです。申請地は２０８号線沿い、パチンコ店コア２１の東側を流れる友田川を

挟んだ東の向かい側にあり、周囲には数軒住宅が建ち並んでいます。転用目的は個

人住宅の建築です。建築面積は５１.３３㎡の２階建てです。申請地の東側は、こ

の申請地の売却のために分筆された現在作付けされていない農地です。南側も作付

けしていない農地で、西側は友田川、北側には市道があり、この市道では現在下水

道工事中で、３月中に工事完了予定です。申請地は市道より低くなっているので、

市道と同程度に盛土をするため、市道以外の三方を必要最小限のブロック擁壁で囲

み、土砂の流出を防ぎます。給排水計画について、給水は公共上水道で、雨水は自

然浸透、生活雑排水、汚水については、公共下水道に接続して流入させるというこ

とです。周囲の住宅や農地への日照等の影響はないことを現地調査で確認しており、

何も問題なく許可相当と判断しました。 

 よろしくお願いします。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 それでは、１２番、１３番は同一委員さんでございますので、続けてお願いいた

します。 

○１２番（中島浩輔君） はい、農業委員１２番の中島です。まず１２番の案件につい

て説明いたします。 

 これは議第９号１番の案件とつながります。譲渡人の４５９㎡を譲受人が個人住

宅の建設で申請されています。ここは第３種農地で、西側に上下水道が埋設されて

いる道路があり、東側と南側には住宅がありまして、北側には、以前共同計画され

ていた土地があります。南側に緩やかな傾斜がある平地です。道路も同じ高さであ

るために泥の流出は考えられません。木造の平屋と車が３台ほど止まる駐車場を計

画されております。給水、生活雑排水等については、西側に埋設されてある上下水

道に接続されるそうです。雨水については、自然浸透及び浸透桝を設置し処理され

るということです。現地調査の結果、何も問題ないものと思います。御検討のほど

よろしくお願いいたします。 

 続きまして、１３番の案件について説明いたします。 

 これも議第８号１３番、農地の隣接地であります。延べ８７７㎡の中の５００㎡

を分筆された分です。個人住宅の申請です。申請の理由は、今、生活されている４

世代の家族で、手狭になったためということで、ここは第１種農地ですけど、農用

地域外です。建て面は９６.８８㎡の木造の平屋です。南側には本人の水田、西側
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と東側には上下水道が埋設されている道路が走っております。北側には住宅です。

ここの畑は３段のブロック塀があり、泥の流出は問題ありません。東側の道路と同

じ高さに約３０センチほど地盛りをされるそうです。給水と生活雑排水等は、西側

の上下水道に接続し、雨水は道路側の側溝に排水されるということです。これも問

題ないものと思います。どうか御検討のほどよろしくお願いいたします。以上です。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 ただいま１番から１３番まで、委員の説明が終わりました。 

 皆さん、何か御意見、御質問などはございませんでしょうか。 

 はい、松本さん、どうぞ。 

○推３番（松本恒幸君） この転用許可申請というのがですね、農用地に住宅、駐車場

等を造るわけですね。この場合、これは周辺の許可というのはこれについて出すの

か、建築申請する場合のときに許可を、承諾書をもらわれてそれで建築申請に出せ

ばいいのか、ちょっとその辺がわからんとたいな。周辺の承諾書が要るはずですよ

ね、転用する場合は。家を建てたりなんかするとき。 

○事務局長（二階堂正一郎君） 周辺の許可ですか、必要ないです、今は。 

○推３番（松本恒幸君） 今はなかつね。前は取りよったもんねと思って。 

○事務局長（二階堂正一郎君） 承認というか、同意書は前は取りましたけど今は必要

ないです。 

○推３番（松本恒幸君） もう同意書もなんも要らんとね。 

○事務局長（二階堂正一郎君） 要らないです。 

○推３番（松本恒幸君） ああ、そういうもんね。 

○事務局長（二階堂正一郎君） 今は、建てられる方と周りの方とお話はされていると

思いますけど。 

○推３番（松本恒幸君） 前は取りよったもんね。 

○事務局長（二階堂正一郎君） 農業委員会の中には要りません、同意書は。 

○推３番（松本恒幸君） なら建築申請するときも、申請するときも、建築申請を。 

○事務局長（二階堂正一郎君） 建築申請のときはちょっとこちらではわかりませんけ

ど。 

○推３番（松本恒幸君） その辺がはっきりすればよかったい。そっじゃなかと農業委

員会の中で許可してもたい、建築申請したときそういう許可、承諾書は。 

○事務局長（二階堂正一郎君） そういう意味であるならば要りません。 

○推３番（松本恒幸君） 要らん。 

○事務局長（二階堂正一郎君） はい。 

○議長（永田知博君） はい、ほかにはございませんか。 
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 今の御意見なんですけれども、以前は周囲の同意書をもらいに行ったりしよりま

したけれども、今はそれは必要ないということです。 

 ほかに何か皆さんに。はい、どうぞ。 

○１１番（福田友明君） 福田です。９番の案件についてちょっと質問なんですけれど

も、合併浄化槽を隣のお父さんかお母さんかちょっとわかりませんけど、そちらの

ほうを利用して使うということでございますが、もともとこの合併浄化槽の人員と

いうのは大体決まってますよね。今度そういった場合にはそれがどうなってるか、

ちょっとその件を確認したいです。 

○推９番（橘一輝君） ちょっと説明不足だったかもしれませんけどもですね、合併浄

化槽の、すでに実家のほうに合併浄化槽は設置してあります。それから排水管があ

ります。排水管に接続するんです。新しく合併浄化槽をつないで、排水管に接続す

るものです。合併浄化槽に入れるのではありません。よろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） 福田さんよろしいですか。 

 はい、ありがとうございました。 

 ほかには。はい、どうぞ。 

○推１８番（坂本 修君） １８番の坂本です。今、周りの許可は要りませんよね。同

意は必要ないんですよね。農地の中に家を造るとですねえ、同意は必要ないと。排

水とか埋め立てた後の、例えば排水が計画どおりじゃないじゃなかかと、そぎゃん

ときはどぎゃんなっですかね。農用地ば埋めて、計画通して許可もろて家ば建てま

すよね。同意は要りません。排水をしたとき、ここに書いてありますよね、この例

じゃなかですよ、自然排水でどうだこうだということで、ところが、そういうふう

にいかんだった場合、思わず排水が大きすぎっじゃなかかとですね、下の畑は俺げ

んやりばなしくっぞというときはどぎゃんなりますか。 

○議長（永田知博君） 家庭用の排水はですね、土地改良が維持管理しよっじゃなかで

すか、各地域のは。そこの許可は要りますよ。土地改良の許可は要ります。用水は

玉名平野、今現在はですね。排水のほうは玉名市土地改良が維持管理しよるわけで

す。ほっでその検討は地元の委員さんがおりますから、そこで許可出しよります。

これとはもう全く別にですね。書類がありますので、それで、それにちゃんと別に

何も支障がないというのがわかればですね、全然その合併槽もなんも通しなしにそ

のまま直接、例えば裏なら裏の排水路に流したりすることもあるわけです。そうい

うときは地元の管理人のほうに話ばしていただいて、結局その排水路を浚渫したり

いろいろするのは、地元の管理委員会があずかっとるわけですから、それでその許

可は要ります。それはちゃんと提出するようになっています。その書類もちゃんと

あります。 
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○推１８番（坂本 修君） そうですか、すみません。知らんもんで、ありがとうござ

いました。 

○推３番（松本恒幸君） 今のは、計画どおりいかんだった場合はどぎゃんすっとかて

言いなっとだろ。 

○推１８番（坂本 修君） それの排水路は許可はもらうんですよね。ところが許可は

もらったけど予想外に大きかったと。 

○事務局長（二階堂正一郎君） 農業委員会としてはそこまでは責任持てないから。 

○推１８番（坂本 修君） それがわかっとっとよかっですよ。じゃあ、あとはお互い

で、長かところと。 

○事務局長（二階堂正一郎君） 農業委員会の転用許可というのは、あくまでも農地に

建物を建てられるとか、農地以外のものにするかどうかの許可なので。 

○推１８番（坂本 修君） でも建ててよかていう許可は農業委員会出すでしょう。で

も、それによって被害を被るところが出てくると、ですね。今まで水が流れてきよ

らんところが流れてきたと、それは個人で。 

○議長（永田知博君） 結局それを確認するために現地調査をしてですね。 

○推１８番（坂本 修君） ですね、ここに書いてありますよね、いろいろ。 

○議長（永田知博君） それで、周囲に対してのそういう迷惑行為が発生しないという

ようなことも一応説明、みんな各地でされています。それで、一応やっぱりそれを

信用して、信用するというかですね、それ以上に結局予想外の大雨が降って、よそ

に流して、例えば、その宅地の中の砂、山砂押し込んでしもたと、そういうときに

はやっぱり直接でないと、その前に警告とかなんとかというのは、ちょっとわかり

ませんね。 

○推１８番（坂本 修君） そういうときはどぎゃんなっとかなて思うて、すみません、

ありがとうございました。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 今みたいにいろんな御意見、どんどんしていただいたほうがお互いに勉強になる

と思います。 

 それでは、ほかに質問もないようでございますので、採決に移ります。 

 議第１１号、農地法第５条の規定による許可申請について、原案どおり承認する

ことに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 異議がないものと認め、議第１１号については、許可することに決定しました。 

 次に、議第１２号、農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。 
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事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（二階堂正一郎君） １２ページをお願いいたします。 

議第１２号、農用地利用集積計画の決定について。農業経営基盤強化促進法第

１８条第１項の規定による農用地利用集積計画について、次のとおり決定する。平

成３１年３月５日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 今回１３ページから１４ページの総括表と、１５ページから２０ページまでの集

計表のとおり、玉名市長より意見を求められております。 

 ２０ページのほうを御覧ください。 

 今回、所有権移転が１３件、５８,７２５㎡、利用権設定が４７件、１３９,２４

２㎡、合計６０件、１９７,９６７㎡の集積です。いずれも農業経営基盤強化促進

法第１８条第３項の各要件を充たしているものと判断し、御提案をしております。 

 よろしく御審議をお願いいたします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

ただいま事務局の説明が終わりました。何か御意見、御質問はございませんで

しょうか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） 御意見、御質問もないようでございますので、採決に移ります。 

 議第１２号、農用地利用集積計画の決定について、原案どおり決定することに異

議のない方の挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

異議がないものと認め、議第１２号については、原案どおり決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．報 告 

○議長（永田知博君） 次に、報告第６号、７号、８号について、事務局より説明をお

願いします。 

○事務局長（二階堂正一郎君） ２１ページをお願いいたします。 

 報告第６号、農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について。農地法第１８条第

６項の規定による合意解約及び農地使用貸借解約が成立した旨の通知を受理したの

で報告いたします。平成３１年３月５日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

今回、２１ページから２７ページまで３１件、合計の８８,２６６㎡の解約通知

を受理しております。 

続きまして、２８ページをお願いいたします。 

 報告第７号、耕作放棄地の非農地通知について。下記の土地は、現況山林・原
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野・雑種地により、農地法第２条に規定する農地でないことを通知したので報告し

ます。平成３１年３月５日提出、玉名市農業委員会会長、永田知博。 

 耕作放棄地のうち今回、９９筆、１４４,９８７㎡を農地に該当しないと判断し、

所有者へ文書照会を行い、非農地化に同意する旨、回答をいただきましたので、非

農地通知を所有者、県等の関係機関に送付いたしました。 

 続きまして、３４ページをお願いいたします。 

 報告第８号、許可書返納届について。下記の物件は、農業委員会許可後に許可書

返納の届出がありましたので報告します。平成３１年３月５日提出、玉名市農業委

員会会長、永田知博。 

 今回都合により贈与を取りやめたので、物件の返納届出があっております。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 ただいま報告第６号、７号、８号について事務局の説明が終わりました。何か皆

さんよりほかに御意見、御質問などはございませんでしょうか。 

 はい、どうぞ。 

○推１９番（平野秀正君） 推進委員１９番、平野です。今、御説明ありましたが、現

況山林・原野・雑種地による、この非農地化というのを前に説明があったのをちょ

っと覚えていますけども、正直私たちのとこは山付きなもんでですね、高齢化して

放してる人も今、荒地になってるとこもありますので、今後、今月に区の総会があ

りますので、そこで荒れてる畑を手放して、こういうことが、非農地に認められる

ということがある場合は、前の説明では、農業委員会のほうに行って、そのあと法

務局か。 

○事務局次長（小山 博君） ただいまの御質問は、非農地、現況荒れている山林状態、

現況山林とか、そのような農地があった場合の非農地申請の申し出方法ということ

でよろしいでしょうか。 

 まず、所有者の方等がですね、もう今後現況が、何年も耕作をされておられず現

況が山林状態であって、非農地化したいという旨があった場合は、最初に農業委員

会のほうにおいでいただくわけでございます。それで、その土地を特定しまして、

過去の農地利用状況調査等を見て、過去７年、８年ぐらいのですね、利用状況調査

で、当該農地、もう再生不能と判断されている、いわゆるＢ分類農地に該当する場

合は、もうそれは過去から山林状態であるということで、非農地証明願を申請を出

していただいてですね、非農地証明ということで発行いたします。最初、農業委員

会のほうに申出いただければ結構です。 

○推１９番（平野秀正君） ありがとうございます。すみません、その場合にもう一つ
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多分聞かれると思うんですけど、この固定資産のほうはどうなるのかわかりますか。 

○事務局次長（小山 博君） 課税につきましてはですね、当然、農業委員会のほうは

農業委員会会長名で非農地証明ということを発行します。現況は山林であるという

ような旨の証明書になります。その証明書を持って、所有者本人さんが法務局のほ

うにですね、地目変更届は本人がしなければなりませんので、その地目変更届もさ

れて、確実に山林ということになりましたら、法務局のほうから玉名市の税務課に

ですね、地目が変更されたことが通知されますので、それに従って山林であれば山

林として、次の１月１日現在で課税されることになります。当然農地、田畑と山林

ということは、課税額が変わってくるものでありますが、詳細にどれだけの差であ

るということはちょっとここではわかりません。以上です。 

○推１９番（平野秀正君） ありがとうございました。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

平野委員、何か会合がおありで、説明をしていただけるということで、もし、どう

してもわかりにくいときには、事務局のほうに相談していただくと、出張して話に

行きます。よろしくおいでください、お願いしときます。 

 それでは、今の報告６、７、８号について、ほかには御質問、御意見などはござ

いませんでしょうか。 

(なしの声) 

○議長（永田知博君） それでは、質問もないようでございますので、本日予定してお

りました議案審議と報告を終わります。 

 しかし、このあと、まだ皆さんにおつなぎしたい事務局の報告などもございます

ので、いましばらくお待ちをいただきたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．その他 

○事務局次長（小山 博君） それでは、事務局からその他のほうに入らせていただき

ます。 

 まず、本日の１点目がですね、資料で非農地化という資料が机の上にお配りして

あるかと。この資料ですね、横長のですね。この件、人・農地プランの所管課であ

ります、きょうは農林水産政策課の担い手支援係から、人・農地プランの検討委員

さんの御協力をお願いしたいということで、説明とお願いに来ておりますので、よ

ろしくお願いします。 

○農林水産政策課（宮田正文君） 皆さん、こんにちは。農林水産政策課の宮田といい

ます。本日の農業委員会総会お疲れさまでした。私のほうからはですね、お手元資

料ありますけれども、人・農地プランの多分横長の紙で、こちらのほうをもとにで
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すね、農業委員会の農業委員さん、それと農地最適化推進委員さんのほうにですね、

お願いがあって来ました。 

 こちらのほうがですね、実は人・農地プランの概要といいまして、現在もですね、

人・農地プランにつきましては、検討委員会というものを年に１回から２回開催し

ております。そちらにつきましてはですね、現在のメンバーが１２名いらっしゃる

んですけれども、これをですね、実は平成３１年の４月１日から１３名に１人増員

しまして、メンバーの構成を変える方向で進んでおります。 

 まず、人・農地プランについてどういったものかという委員さんもいらっしゃる

かと思いますので、こちらお手元の資料で簡単に説明させていただきまして、話を

進めていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 まず、人・農地プランというのはどういったものかといいますと、こちらに書い

てありますように、皆さんの地域の農業を発展させるためには、人と農地の問題を

一体的に解決していく必要がありますということで、それでつくるものというのが

人・農地プランとなっております。 

 人・農地プランにつきましてはですね、１番ということでありますけれども、人

と農地の問題を解決するための未来の設計図です、ということで、こちらはですね、

どういったことをするかと言いますと、地域の集落とか、地域が抱える人と農地の

問題解決のために、集落とか地域内において話し合いをですね、行っていただきま

して、それをもとに次のことをですね、一応決めていただくということになってい

ます。 

 次のことというのが、その下の枠内にありますけれども、地域における話し合い

をしていただいて、今後ですね、中心となる経営体が誰が経営体になるのか、もし

くは、中心的な法人となるのかについて話し合っていただくと。地域のちょっと薄

い文字になっていますけども、地域の担い手がですね、十分確保されているのか。

将来の農地利用のあり方はどうなのか。また、下に農地中間管理機構の活用方針と

かですね。あとは近い将来の農地の出し手の状況、今後５年、１０年の離農される

方とかですね、後継者がいらっしゃらない方がいまして、今後誰にですね、農地を

出されるのか、そういったものをですね、まとめていくというプランになっており

ます。 

 こちらはですね、実は、玉名市におきましても平成２４年に人・農地プランを作

成いたしまして、これは毎年ですね、１回から２回会議を行っております。その中

で、プランをどうやって、それが、こちらが人・農地プランのですね、検討委員会

というのがありまして、その中で年に１回から２回会議を行っているんですけども、

もう既にプランがですね、できておりますので、今行ってる作業というのは、新た
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に認定農業者となられた方とか、家族経営のですね、内容が変更になった方、もし

くは、認定新規就農者になられた方、そういった方たちをですね、またこちらのプ

ランのほうの名簿として一応追加をしていくということになっております。 

 なぜこの人・農地プランが必要かといいますと、この２番にありますけれども、

人・農地プランには様々なメリット措置がありますということで、人・農地プラン

の名簿に追加されますと、農業次世代人材投資事業とあるんですけど、こちらの認

定新規就農者になられた方に対してですね、年間１５０万円の最大、最長５年間受

けることができますよという補助事業があります。 

 それと、次がスーパーＬ資金といいまして、低金利のですね、貸し手の事業です

ね。あとは農業形態育成事業ということで、国のですね３割補助とか、機械購入と

かされる場合３割補助、そういった事業に応募するためにはですね、この人・農地

プランに位置づけられていること、これが条件となっております。こういったこと

をですね、プランの中に定めてないと受けることはできないという前提条件があり

ます。 

 それで次のページをですね、１枚めくっていただきまして、この中でですね、一

番右下のところになるんですけれども、こちらに検討会メンバーというものが、ど

ういった方がなられるのかということでここに書いてあります。これは地域農業再

生協議会のメンバーのほかに、必ず大規模個人経営の農家さんとか、法人経営者の

方とか、あと集落営農の代表者、こういった方たちをですね、このメンバーとして

入れてくださいということになっております。 

 ３ページにありますけども、縦長のほうですね、こちらにですね、玉名市人・農

地プラン検討委員会の構成ということで、左のほうが現在の構成員さんのメンバー

です。こちらが実は１番から１２番までありますけども、農協のですね、組合長さ

んとか、また玉名市の農業委員さん、土地改良区の筆頭理事さん、あと集落営農組

織の連絡会議の会長さんとか、あとは認定農業者協議会の会長及び女性部副会長さ

ん達ですね、ということになっております。 

 こちらはですね、４月１日からということで右側の枠になるんですけども、網か

けをしている方がですね、変更になりますよということになります。主に農協ので

すね、組合長さんはそのままになっていますけども、農業委員会の委員さん、今、

お一人ということで、岱明地区のほうからですね、岱明地区の委員さんに今、お願

いしてます。德井委員さんのほうにですね。これで農業委員会のほうは今後どうす

るかといいますと、農業委員会の会長様、あと同じく農業委員会の農地利用最適化

推進委員さん、こちらは４名ということで、ちょっと農業委員会もですね、動員し

たいなと考えております。 
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 なぜかと言いますと、昨年１０月から農業委員会のほう組織の変更があられたか

と思うんですが、農地利用最適化推進委員さんになられた方がいらっしゃるかと思

います。農地利用最適化推進委員さんにつきましてはですね、職務内容ということ

で、人・農地プランとかの話し合いの参加とか、プランの見直しとかへの参画、そ

ういったものがあげられるということで、今後人・農地プランの検討委員会につき

ましても、やっぱりそういったですね、専門的な方を入れたほうが、もっと詳しく

ですね、協議・検討していけるんじゃないかということで、こちらのほうにですね、

変更するように計画しております。 

 次、１ページめくっていただきまして、４ページ、こちらがですね、今のこちら

が検討委員さんの名簿になっております。この中には現在の最適化推進委員さんで

あります松本組合長さんとかですね、あと組織の会長さんであります浦谷委員さん

とか、あとは最適化推進委員さん、小田集落営農組合の組合長さんであります船津

さんとかもいらっしゃるかと思いますけれども、こちらがですね、５ページのほう

を見ていただきたいんですけれども、こちらまず会長様ということでですね、永田

会長様のほうにお願いしたいというのと、あと２番から５番ということで、旧玉名

地区、岱明地区、横島地区、天水地区の最適化推進委員さんお一人ずつですね、推

薦していただきまして、４月１日からのですね、構成メンバーに入っていただきた

いなと思っております。 

 あと、玉名地区につきましては、現在松本委員さんがですね、ＪＡ大浜の代表者

となっていらっしゃるということもありますので、そちら松本さん以外の方から選

んでいただきたいと思っております。よろしければこちらがですね、３月２０日を

めどにですね、私、農林水産政策課の宮田といいますけれども、私のほうにですね、

農業委員会の協議いただいて、報告のほうをお願いしたいと思っておりますので、

よろしくお願いします。 

○事務局次長（小山 博君） それでは、その他の２点目に入ります。先日の日置市、

鹿児島農協の視察研修は大変お疲れさまでした。その日のですね、研修に要した費

用につきまして、収支報告書ということでこの横長でお配りしております。 

 今回の費用負担につきましては、玉名市所定の旅費規程によりまして、参加され

たのは農業委員さん１５名、農地利用最適化推進委員が１４名、それぞれこれ旅費

規程でですね、市長任命の委員であることとか、その他それ以外の委員さんという

ことで、これは全庁的な旅費規程がございまして、農業委員さんと推進委員さんで

差はありますが、その参加された２９名もう総括ということで、旅費がまず与えら

れます。 

 それで支出のほうですが、その支出欄にありますとおり、昼食１日目、２日目、
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このようになっております。それと宿泊費、１泊朝食、それと意見交換会を夜開催

しておりますので、それらの費用を含めて、宿泊費として税込みの２２,０００円

の２９名、それと記念写真代を、記念写真を日置市の農業委員会視察後に撮影しま

した記念写真代です。 

 それと今回は旅行をですね、旅行会社さんに手配をお願いしておりますので、手

配の諸費として、これは旅行保険の５００円も含まれて、旅行保険料も含まれて１

人当たり５００円がかかっております。それと添乗員、運転手さんの経費が１０,

０００円掛ける２名で２万円になっております。それとすみません、記念写真代の

欄のですね、５,７４２円は正しいんですけど、その右の欄がですね、５７２４と

私がちょっと誤って１８円誤差がでております。まず訂正をお願いします。記念写

真代の一番右の出ている数字が、５７４２が正しいです。したがいまして、その最

後の２９名計が、４７５，９３８に訂正をお願いします。最後の９２０が９３８に

なります。 

 したがいまして、収入総額と変わりました差し引き、支出を差し引きますと、不

足といいますか、負担が発生するのが９１,９３８になります。これを最終的に参

加者、参加された委員さん２９名でしたので、２９名、１人当たりは３,１７０円

と、数字は変わりますがこれは整数未満の数字となりますので、３,１７０円はそ

のままでいきますので、この網かけの部分ですね、参加委員１人当たり負担額３,

１７０円を、参加された委員さんの積み立てております互助会費から、参加された

方は３,１７０円支出させていただきますので、よろしくお願いします。 

 それと、最後の箱が最後の下段にありますが、当然、今回の移動には大型バス１

台借り上げ、及び高速道路使用料、駐車場使用料等が発生しております。金額はそ

こに明記してあるとおりでございます。この金額は負担はですね、玉名市の予算で

予算措置をしておりますので、予算からの支出ということで、直接旅行会社さんの

ほうに支払うということになります。 

 以上が先日の研修に関しましての収支報告とさせていただきます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） はい、どうもありがとうございました。 

 ただいま説明がありましたけれども、これはこの前の研修旅行の費用でございま

す。個人負担として３,１７０円が発生しております。これは互助会から支払いを

するということでございますので、御納得いただけると思います。 

 ありがとうございました。 

○事務局次長（小山 博君） 研修に関しましては、残念ながら出席いただけなかった

委員さんにはですね、日置市の農業委員会視察等、初日が日置市の農業委員会、翌
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日に鹿児島市農業公園に行きましたが、日置市の農業委員会のほうでですね、欠席

になられた委員さんの資料として用意していただいておりましたので、今日、机に

この緑色の封筒になりますので、置いておりますので、また御覧になっとって参考

にされていただきたいと思います。 

 研修旅行については以上です。 

○議長（永田知博君） はい、ありがとうございました。 

 次は、局長よりまた連絡があります。 

○事務局長（二階堂正一郎君） 皆さんのお手元にですね、３枚組でホッチキス留めし

てあります「玉名市農業委員会農地等の利用の最適化の推進に関する指針」という

ふうに置いてると思います。これがですね、農業委員会等に関する法律、いわゆる

農業委員会法の第７条にですね、必ず指針をつくるということがうたわれておりま

す。それでですね、今回事務局のほうで、指針のほうをつくりました。この中の、

いわゆるこれが今後の農業委員さんや最適化推進委員さんの活動を行うにあたって

の目標や推進方法になることになります。中身はちょっと読んでいただければと思

いますので、数字に関してですけれども、２ページの担い手の農地の利用集積につ

いてということで、現状、２０１９年３月、現在の時点で、管内の農地面積が６,

３５０ｈａ、集積面積が現在３,６８６ｈａを集積しています。集積率が５７.９％、

これを３年後ごと２０２５年の６年後を最終の目標年として、集積面積をふやして

いくということをつくっています。これがですね、集積率を８０％にするという目

標が国のほうから来ておりまして、それに応じて最終の年度を８０％にするために

ならしたという形になります。 

 次、３ページ目ですけども、２番の遊休農地の解消目標ということで、現在遊休

農地が２７５ｈａあるのを、６年後に２２７ｈａまで減らすことということでつく

っております。 

 最後は４ページになりますけども、新規参入の促進事業、新規就農者の参入者数

を現状の１１人から６年後は１５人までにもってくるということでつくっておりま

す。この数字はですね、国の目標が８０％とかにしなさいということになっていま

すので、非常に数字的にはすごい集積面積になると思います。これはあくまでも掲

げる目標であって、ですので今後これを変更していくということもできるかとは思

います。これはですね、一応これを指針をつくったということで、ホームページ等

にも玉名市農業委員会はこういうことをするんだよということで、公表をしていき

ますのでよろしくお願いします。 

○議長（永田知博君） 何か御質問などはございませんでしょうか。 

○推１８番（坂本 修君） 関係したことではないですけど、Ａ判定を１２月だったね、
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あえて出しましたよね。昨日ちょっと見てまわったら、その日の３件は全て改植を。

そういうときはどがんすると。 

○事務局次長（小山 博君） Ａ判定で、そのあと改植等、はい、それはもう解消です

ので、いいですそれで。 

○推１８番（坂本 修君） もうそのまま。 

○事務局次長（小山 博君） はい、そのままでよかです。 

○推１８番（坂本 修君） はい、わかりました。 

○事務局次長（小山 博君） 仮にですね、意向調査で再生可能な状態のＡ判定でした

ていうて意向調査の通知が行ったとしても、その通知には１０月、１１月の調査で

したので、行き違いの場合は御容赦くださいと１行入れております。そういうこと

で、もし仮に問い合わせがあられた場合は、事務局で対応いたします。 

○推１８番（坂本 修君） こっちに取り消しかなんかば。 

○事務局次長（小山 博君） はい、それはもうよございます。日付けどおりで、はい。 

○議長（永田知博君） 今、御意見お伺いしましたけども、こういうふうにいろんな、

皆さんがああしたほうがいいんじゃないか、こうしたほうがいいんじゃないかとい

うような、日置のほうに研修に行きましたけども、いろんな農業委員さんの活動あ

たりを聞いてみますと、非常に努力して、いろんな改革をしたりしてというのを聞

きます。それで、なるべく皆さんのほうから、そういうふうにしたらどうやという

のを教えていただいたほうが、いろいろまた今後につなげると思いますので、よろ

しくお願いをいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

６．閉 会 

○議長（永田知博君） それでは、大変長くなりましたけども、慎重な御審議をいただ

きましてありがとうございました。 

 これをもちまして、第３回の農業委員会総会を終了いたします。 

 お疲れさまでした。ありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉 会 午後３時５０分 
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以上のとおり、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するためここに署名捺印す

る。 

平成３１年３月５日 
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